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      計 １０名 

〔認定時公表〕 

リサーチユニット名称 グローカル地域研究ユニット 

代 表 者 氏 名 土屋 由香 

〔設置目的〕 

 ローカルな場で培われた知・価値・技術・制度が、人・モノ・カネ・情報の移動に伴って世界各地に

広がり根付いていくダイナミックなプロセスを学術的に捉え分析する枠組と方法論を構築し、新たな

学問領域としてのグローバル･スタディーズ、そして「グローカル地域研究」の構築に寄与する。 

 研究の枠組としては、「小売業」「農業」「漁業」という愛媛の３つの基幹産業に焦点を当て、①愛

媛というローカルな場から世界へと発信される知・価値・技術・制度に注目し、②それらがローカルな

文脈から｢脱埋め込み（離床、dis-embedding）｣され、また｢再埋め込み （着床、re-embedding）｣され

るメカニズムと、③それらがグローバルな場を移動する際に外から加えられる諸力（規制・保護・援助

・政策・暴力等）の影響を、④地域研究者や理論研究担当者による共同研究により明らかにする｡また

方法論としては、RUとして集合的に混合研究法（Mixed Methods Approaches）を実践する｡ 

 

〔活動計画概要〕 

    

 具体的には、[１]シアトル宇和島屋研 

究プロジェクト（小売業）、 [２] 福岡 

正信と自然農法研究プロジェクト（農 

業）、 [３] 越境する海のNomad研究プ 

ロジェクト（漁業）、という３つの事例 

研究を並行して走らせつつ、３事例 

を貫くテーマ（①人・モノ・カネのグ 

ローカルな移動、②脱埋め込み⇒再埋 

め込みのダイナミクス、③ローカルな 

価値・技術等のグローバルな発信）に 

ついての分析を進める。最終目標とし 

て、「グローカル地域研究」という研 

究／教育分野とその研究手法の確立を 

目指すとともに、それを活かして法文 

学部の新設科目「グローバル化と政治／経済」で使用する教科書を平成31年度を目途に編纂する。 

 


